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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処
理するダイバーシティ型受信装置であって、
　前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送
られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調手段と、前記複素信号から算出され
る受信信号の信号点間距離と予め記憶している閾値を比較し、判定結果を出力する信頼性
判定手段と、前記復調手段から入力した複素情報を用いて前記受信信号を前記電力情報の
比率に従って合成する合成手段と、合成された受信信号からビットデータを復元するとと
もに、ビット毎の尤度を算出し、前記信頼性判定手段の判定結果に基づいて補正した尤度
を出力するデマッピング手段と、前記尤度に従ってビットデータの誤り訂正を行なう誤り
訂正手段を有することを特徴とするダイバーシティ型受信装置。
【請求項２】
前記合成手段は、合成された受信信号の複素情報を前記信頼性判定手段に出力し、前記信
頼性判定手段は、受信信号の信号点間距離に替えて、前記合成された受信信号と受信信号
の信号点との間の距離を測定し、これと予め記憶している閾値を比較することで判定結果
を出力することを特徴とする請求項１に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項３】
前記合成手段は、合成された受信信号の複素情報を前記信頼性判定手段に出力し、前記信
頼性判定手段は、受信信号の信号点間距離に替えて、前記合成された受信信号と受信信号
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の信号点との間の距離に前記電力情報を乗算した値を算出し、これと予め記憶している閾
値を比較することで判定結果を出力することを特徴とする請求項１に記載のダイバーシテ
ィ型受信装置。
【請求項４】
前記信頼性判定手段は、過去に受信した受信信号点間距離を記憶し、受信信号点間距離の
平均値を算出するとともに、この平均値と予め記憶している閾値を比較することで判定結
果を出力することを特徴とする請求項１に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項５】
前記信頼性判定手段は、デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を復元する
際に用いるマッピング点のうち受信信号点にもっとも近接するマッピング点を推定し、こ
のマッピング点間の距離と予め記憶している閾値を比較することで判定結果を出力するこ
とを特徴とする請求項１に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項６】
前記復調手段は、電力情報に替えて、その信号が送られたキャリアの振幅量を示す振幅情
報を出力し、前記合成手段は、前記振幅情報の比率に従って合成処理を行なうことを特徴
とする請求項１から５に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項７】
前記信頼性判定手段は、前記信号点間距離が前記閾値以上であるか否かを示す判定結果を
出力し、前記デマッピング手段は、前記判定結果が閾値以上の場合に尤度を低く、判定結
果が閾値未満の場合に尤度を高く補正することを特徴とする請求項１から６に記載のダイ
バーシティ型受信装置。
【請求項８】
前記信頼性判定手段は、さらに、受信信号点間距離を示す情報を出力し、前記デマッピン
グ手段は、前記判定結果に替えて、受信信号点間距離に基づいて尤度を補正することを特
徴とする請求項１から６に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項９】
デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処
理するダイバーシティ型受信装置であって、
　前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送
られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調手段と、前記複素信号を用いて受信
信号点それぞれについて他の受信信号点との間の距離の総和を算出し、予め記憶している
閾値と比較することで受信信号点それぞれについて距離判定結果を出力するとともに、前
記距離判定結果が受信信号点の過半数において閾値未満である場合に合格の判定結果を出
力する信頼性判定手段と、前記復調手段から入力した複素情報を用いて前記受信信号を前
記電力情報および前記距離判定結果から算出される比率に従って合成する合成手段と、合
成された受信信号からビットデータを復元するとともに、ビット毎の尤度を算出し、前記
信頼性判定手段の判定結果に基づいて補正した尤度を出力するデマッピング手段と、前記
尤度に従ってビットデータの誤り訂正を行なう誤り訂正手段を有することを特徴とするダ
イバーシティ型受信装置。
【請求項１０】
前記信頼性判定手段は、過去に受信した受信信号点間距離の総和を記憶し、受信信号点間
距離の総和の平均値を算出するとともに、この平均値と予め記憶している閾値を比較する
ことで距離判定結果を出力することを特徴とする請求項９に記載のダイバーシティ型受信
装置。
【請求項１１】
前記信頼性判定手段は、デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を復元する
際に用いるマッピング点のうち受信信号点にもっとも近接するマッピング点を推定し、こ
のマッピング点間の距離の総和と予め記憶している閾値を比較することで距離判定結果を
出力することを特徴とする請求項９に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項１２】
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前記復調手段は、電力情報に替えて、その信号が送られたキャリアの振幅量を示す振幅情
報を出力し、前記合成手段は、前記振幅情報の比率に従って合成処理を行なうことを特徴
とする請求項９から１１に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項１３】
前記信頼性判定手段は、前記距離の総和が前記閾値以上であるか否かを示す距離判定結果
を出力し、前記合成手段は、前記距離の総和が前記閾値未満である場合に合成する複素情
報の割合を高く、前記距離の総和が前記閾値以上である場合に合成する複素情報の割合を
低く設定することを特徴とする請求項９から１２に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項１４】
前記信頼性判定手段は、前記距離判定結果が受信信号点の任意に設定した数以上が閾値未
満である場合に合格の判定結果を出力することを特徴とする請求項９から１３に記載のダ
イバーシティ型受信装置。
【請求項１５】
前記信頼性判定手段は、さらに、受信信号点間距離の総和を示す情報を出力し、前記デマ
ッピング手段は、前記判定結果に替えて、受信信号点間距離の総和に基づいて尤度を補正
することを特徴とする請求項９から１３に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項１６】
デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処
理するダイバーシティ型受信装置であって、
　前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送
られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調手段と、前記複素信号を用いて受信
信号点それぞれについて他の受信信号点との間の距離を算出し、予め記憶している閾値と
比較することで他の受信信号点それぞれとの間の距離について閾値以上か否かを示す個別
距離判定結果を算出し、前記個別距離判定結果の少なくとも１つが閾値以上であった場合
に前記距離判定結果を不合格として不合格情報を出力するとともに、前記距離判定結果が
受信信号点の過半数において不合格である場合に不合格の判定結果を出力する信頼性判定
手段と、前記復調手段から入力した複素情報を用いて前記受信信号を前記電力情報および
前記距離判定結果から算出される比率に従って合成する合成手段と、合成された受信信号
からビットデータを復元するとともに、ビット毎の尤度を算出し、前記信頼性判定手段の
判定結果に基づいて補正した尤度を出力するデマッピング手段と、前記尤度に従ってビッ
トデータの誤り訂正を行なう誤り訂正手段を有することを特徴とするダイバーシティ型受
信装置。
【請求項１７】
前記信頼性判定手段は、過去に受信した受信信号点間距離を記憶し、受信信号点間距離の
平均値を算出するとともに、この平均値と予め記憶している閾値を比較することで個別距
離判定結果を出力することを特徴とする請求項１６に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項１８】
前記信頼性判定手段は、デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を復元する
際に用いるマッピング点のうち受信信号点にもっとも近接するマッピング点を推定し、こ
のマッピング点間の距離と予め記憶している閾値を比較することで個別距離判定結果を出
力することを特徴とする請求項１６に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項１９】
前記復調手段は、電力情報に替えて、その信号が送られたキャリアの振幅量を示す振幅情
報を出力し、前記合成手段は、前記振幅情報の比率に従って合成処理を行なうことを特徴
とする請求項１６から１８に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項２０】
前記合成手段は、受信信号点それぞれが有する複数の個別距離判定結果のうち、閾値未満
と判定されたものが占める割合に応じて合成の比率を決定することを特徴とする請求項１
６から１８に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項２１】
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前記信頼性判定手段は、さらに、受信信号点間距離を示す情報を出力し、前記デマッピン
グ手段は、前記判定結果に替えて、前記受信信号点間距離に基づいて尤度を補正すること
を特徴とする請求項１６から１８に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項２２】
前記閾値は、デジタル多値変調方式におけるマッピング点間距離の倍数であることを特徴
とする請求項１から２１に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項２３】
前記閾値は、受信信号のＣ／Ｎ特性から算出されるノイズ信号の平均パワーの倍数である
ことを特徴とする請求項１から２１に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項２４】
さらに、受信信号点間の距離情報を一定期間蓄積するとともに、一定期間ごとに前記距離
情報の平均値を出力する蓄積手段を設けた請求項１から２１に記載のダイバーシティ型受
信装置であって、
　前記信頼性判定手段は、前記蓄積手段が出力する平均値を閾値として判定を行なうこと
を特徴とするダイバーシティ型受信装置。
【請求項２５】
前記信頼性判定手段は、前記蓄積手段が出力する平均値の倍数を閾値として判定を行なう
ことを特徴とする請求項２４に記載のダイバーシティ型受信装置。
【請求項２６】
デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処
理するダイバーシティ型受信方法であって、
　前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送
られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調ステップと、前記複素信号から算出
される受信信号の信号点間距離と予め記憶している閾値を比較し、判定結果を出力する信
頼性判定ステップと、前記復調ステップから入力した複素情報を用いて前記受信信号を前
記電力情報の比率に従って合成する合成ステップと、合成された受信信号からビットデー
タを復元するとともに、ビット毎の尤度を算出し、前記信頼性判定ステップの判定結果に
基づいて補正した尤度を出力するデマッピングステップと、前記尤度に従ってビットデー
タの誤り訂正を行なう誤り訂正ステップを有することを特徴とするダイバーシティ型受信
方法。
【請求項２７】
デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処
理するダイバーシティ型受信方法であって、
　前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送
られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調ステップと、前記複素信号を用いて
受信信号点それぞれについて他の受信信号点との間の距離の総和を算出し、予め記憶して
いる閾値と比較することで受信信号点それぞれについて距離判定結果を出力するとともに
、前記距離判定結果が受信信号点の過半数において閾値未満である場合に合格の判定結果
を出力する信頼性判定ステップと、前記復調ステップから入力した複素情報を用いて前記
受信信号を前記電力情報の比率および前記距離判定結果に従って合成する合成ステップと
、合成された受信信号からビットデータを復元するとともに、ビット毎の尤度を算出し、
前記信頼性判定ステップの判定結果に基づいて補正した尤度を出力するデマッピングステ
ップと、前記尤度に従ってビットデータの誤り訂正を行なう誤り訂正ステップを有するこ
とを特徴とするダイバーシティ型受信方法。
【請求項２８】
デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処
理するダイバーシティ型受信方法であって、
　前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送
られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調ステップと、前記複素信号を用いて
受信信号点それぞれについて他の受信信号点との間の距離を算出し、予め記憶している閾
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値と比較することで他の受信信号点それぞれとの間の距離について閾値以上か否かを示す
個別距離判定結果を算出し、前記個別距離判定結果の少なくとも１つが閾値以上であった
場合に前記距離判定結果を不合格として不合格情報を出力するとともに、前記距離判定結
果が受信信号点の過半数において不合格である場合に不合格の判定結果を出力する信頼性
判定ステップと、前記復調ステップから入力した複素情報を用いて前記受信信号を前記電
力情報の比率および前記距離判定結果に従って合成する合成ステップと、合成された受信
信号からビットデータを復元するとともに、ビット毎の尤度を算出し、前記信頼性判定ス
テップの判定結果に基づいて補正した尤度を出力するデマッピングステップと、前記尤度
に従ってビットデータの誤り訂正を行なう誤り訂正ステップを有することを特徴とするダ
イバーシティ型受信方法。
【請求項２９】
請求項２６から２８に記載の方法をハードウェアを用いて実現させるための手順をハード
ウェアで読み取り可能な言語により記述したプログラム。
【請求項３０】
請求項２９に記載のプログラムを格納したハードウェアで読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル多値変調方式により変復調がなされたデータ信号系列をダイバーシ
ティ受信する技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　地上放送波を自動車や携帯電話機などの移動体において安定して受信する目的でダイバ
ーシティ受信が用いられることが多い。
【０００３】
　ダイバーシティ受信方式としては、送受信アンテナ間の空間的な配置の違いを利用する
スペースダイバーシティ方式、同じ信号を複数回送信し受信確率を向上させる時間ダイバ
ーシティ方式、複数の周波数帯域で同一の信号を送信し、フェージングの発生状況が周波
数帯域により異なる特性を利用し、いずれかの帯域で安定受信することをねらった周波数
ダイバーシティ方式、送信信号の偏波特性の違いを利用する偏波ダイバーシティ方式など
が挙げられる。
【０００４】
　このうち、時間ダイバーシティ方式、周波数ダイバーシティ方式、偏波ダイバーシティ
方式については、送信側において同一の情報を複数回もしくは複数の手段により送信する
必要がある。このため、地上放送波の受信特性改善の目的においては、限られた周波数資
源を有効に利用するために、受信側の受信形態を変更することで実現できるスペースダイ
バーシティ方式が用いられることが多い。
【０００５】
　例えば、アナログテレビ放送を自動車で移動受信する場合に、複数アンテナを自動車に
設定し、複数得られる受信信号の中から最も受信信号レベルが大きい入力信号を選択する
スペースダイバーシティ受信方式が実用化されている。
【０００６】
　ところで、現在、放送のデジタル化が進められている。例えば、日本や欧州において、
地上デジタルテレビジョン放送方式として直交周波数分割多重（以下、ＯＦＤＭ（Ｏｒｔ
ｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）
）伝送方式が採用されている。
【０００７】
　また、ＯＦＤＭ変調されて送信される送信データはＭＰＥＧ２情報符号化方式に基づい
た情報源符号化が行われている。
【０００８】
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　そして、信号の受信時に、誤り訂正処理を行うことで、受信誤り耐性を向上させている
。さらに、キャリア変調方式をより誤りに強い変調方式へと変更することにより、誤り耐
性を向上させることも可能である。例えば、キャリア変調方式を６４ＱＡＭと呼ばれる変
調方式から１６ＱＡＭと呼ばれる変調方式へと変更することで、伝送する信号の情報レー
トは低下するが、信号の耐ノイズ性能を向上させることができる。
【０００９】
　なお、日本の地上デジタルテレビジョン放送の伝送方式の詳細は、以下に示す非特許文
献１に記載されている。
【００１０】
　上記のＯＦＤＭ変調された信号に対してスペースダイバーシティ受信方式を適用する場
合には、複数アンテナにより信号を複数受信し、各受信信号個別にＡ／Ｄ変換、同期検波
、ＦＦＴ演算、復調処理までを行う。この結果、複数のアンテナで受信した信号それぞれ
について多数のキャリアから構成されるＯＦＤＭ信号が生成される。
【００１１】
　スペースダイバーシティ受信方式は、複数のアンテナで受信した信号をＯＦＤＭキャリ
ア単位に処理することが最も有効である。ＯＦＤＭキャリア毎に複数のアンテナで受信し
た信号の中から最適な信号を１つ選択したり、ＯＦＤＭキャリア毎に複数のアンテナで受
信した信号の合成を行なう。
【００１２】
　最適な信号を１つ選択する場合には、たとえばＯＦＤＭキャリアの電力を選択基準とす
ることができる。すなわち、ＯＦＤＭキャリア毎の電力量を比較し、最も値が大きいもの
を１つ選択する。
【００１３】
　また、信号を合成する場合には、ＯＦＤＭキャリア毎に、複数入手した信号に対して重
み付け量を算出し、重み付け量から算出した比率に従い信号を加算する。この際、ＯＦＤ
Ｍキャリア毎の電力量の比率に応じて重み付けする最大比合成ダイバーシティ受信方式と
呼ばれる方法を取ると、信号に対するノイズ量を最も小さくできるため、受信特性の改善
効果が高い（最大比合成ダイバーシティ受信方式については、非特許文献２を参照）。
【００１４】
　なお、上記では、複数得られたＯＦＤＭ信号に対してＯＦＤＭキャリア毎に信号を選択
または合成する方法について説明したが、Ａ／Ｄ変換より前の段階で信号を合成するスペ
ースダイバーシティ受信技術も提案されている（例えば、特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００１－１５６６８９号公報
【非特許文献１】社団法人電波産業会標準規格　「地上デジタルテレビジョン放送の伝送
方式」、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ３１　１．０版、平成１３年５月３１日策定
【非特許文献２】Ｄ．Ｇ．Ｂｒｅｎｎａｎ　「Ｌｉｎｅａｒ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｃｏ
ｍｂｉｎｉｎｇ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅｓ」　Ｐｒｏｃ．ＩＲＥ、４７１０７５－１１０２
、Ｊｕｎｅ－１９５９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　上記のように、複数アンテナにより複数受信したＯＦＤＭ変調された信号を、受信信号
ごとにＯＦＤＭキャリアまで復調し、アンテナの本数分だけ得られたＯＦＤＭキャリアを
選択または合成するダイバーシティ受信方式をとる場合、ＯＦＤＭキャリアの電力量を選
択時の選択規準や、合成時の合成比率の算出規準として用いる。
【００１６】
　ＯＦＤＭキャリアの電力量は、ＯＦＤＭ信号に周波数および時間方向に一定間隔で配置
されているパイロットキャリアより算出する。パイロットキャリアの振幅と位相は既知で
あるため、振幅と位相の変化が伝送路の変動により与えられたものとみなして、伝送路特
性（振幅と位相のずれの程度）を推定し、これを用いてＯＦＤＭキャリアの電力量を算出
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する。
【００１７】
　しかしながら、ノイズ信号、特に、周波数選択性妨害信号がＯＦＤＭ信号のパイロット
信号に加算された場合には、パイロットキャリアの振幅や位相に変動が生じ、伝送路特性
の推定に誤差が生じる。また、ＯＦＤＭ信号のデータキャリアで送信される信号は、パイ
ロットキャリアより推定した伝送路特性で、受信データを除算して算出する。このため、
データキャリアの信号についても誤差が発生する。
【００１８】
　また、ＯＦＤＭ信号とは異なる特性を持つノイズ信号がＯＦＤＭ信号のデータキャリア
の信号のみに加算された場合にも、データキャリアの信号に誤差が発生する。
【００１９】
　複数のアンテナで受信したＯＦＤＭ変調された信号をスペースダイバーシティ受信方式
により選択または合成して利用する場合に、少なくとも１つのアンテナで受信した信号が
上記のノイズ信号の影響を受けた場合には、誤った情報を持つ信号を選択または合成する
こととなり、かえって受信特性が悪くなる可能性がある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記課題を解決するために、本発明にかかるダイバーシティ型受信装置は、デジタル多
値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し、復調処理するダイ
バーシティ型受信装置であって、前記複数のアンテナから受信した受信信号の信号点を示
す複素情報およびその信号が送られたキャリアの電力を示す電力情報を出力する復調手段
と、前記複素信号から算出される受信信号の信号点間距離と予め記憶している閾値を比較
し、判定結果を出力する信頼性判定手段と、前記復調手段から入力した複素情報を用いて
前記受信信号を前記電力情報の比率に従って合成する合成手段と、合成された受信信号か
らビットデータを復元するとともに、ビット毎の尤度を算出し、前記信頼性判定手段の判
定結果に基づいて補正した尤度を出力するデマッピング手段と、前記尤度に従ってビット
データの誤り訂正を行なう誤り訂正手段を有することを特徴としている。
【００２１】
　また、デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信し
、復調処理するダイバーシティ型受信装置であって、前記複数のアンテナから受信した受
信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送られたキャリアの電力を示す電力情報
を出力する復調手段と、前記複素信号を用いて受信信号点それぞれについて他の受信信号
点との間の距離の総和を算出し、予め記憶している閾値と比較することで受信信号点それ
ぞれについて距離判定結果を出力するとともに、前記距離判定結果が受信信号点の過半数
において閾値未満である場合に合格の判定結果を出力する信頼性判定手段と、前記復調手
段から入力した複素情報を用いて前記受信信号を前記電力情報の比率および前記距離判定
結果に従って合成する合成手段と、合成された受信信号からビットデータを復元するとと
もに、ビット毎の尤度を算出し、前記信頼性判定手段の判定結果に基づいて補正した尤度
を出力するデマッピング手段と、前記尤度に従ってビットデータの誤り訂正を行なう誤り
訂正手段を有することを特徴としている。
【００２２】
　さらに、デジタル多値変調方式によりキャリア変調された信号を複数のアンテナで受信
し、復調処理するダイバーシティ型受信装置であって、前記複数のアンテナから受信した
受信信号の信号点を示す複素情報およびその信号が送られたキャリアの電力を示す電力情
報を出力する復調手段と、前記複素信号を用いて受信信号点それぞれについて他の受信信
号点との間の距離を算出し、予め記憶している閾値と比較することで他の受信信号点それ
ぞれとの間の距離について閾値以上か否かを示す個別距離判定結果を算出し、前記個別距
離判定結果の少なくとも１つが閾値以上であった場合に前記距離判定結果を不合格として
不合格情報を出力するとともに、前記距離判定結果が受信信号点の過半数において不合格
である場合に不合格の判定結果を出力する信頼性判定手段と、前記復調手段から入力した
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複素情報を用いて前記受信信号を前記電力情報の比率および前記距離判定結果に従って合
成する合成手段と、合成された受信信号からビットデータを復元するとともに、ビット毎
の尤度を算出し、前記信頼性判定手段の判定結果に基づいて補正した尤度を出力するデマ
ッピング手段と、前記尤度に従ってビットデータの誤り訂正を行なう誤り訂正手段を有す
ることを特徴としている。
【００２３】
　なお、本発明におけるダイバーシティ受信方法は、前述の各手段をステップとしたもの
であり、また、本発明にかかるプログラムはかかる方法をハードウェアで読み取り可能な
言語により記述したものである。また、本発明にかかる記録媒体はこのようなプログラム
を格納したものである。
【発明の効果】
【００２４】
　上記の方法により、デジタル多値変調方式により変調・送信された信号を複数のアンテ
ナで受信し、それぞれの信号に対して復調処理まで行った後に選択または合成するダイバ
ーシティ処理を行う場合に、少なくとも１つの受信信号がノイズ信号の影響を受けた場合
であってもダイバーシティアンテナの受信性能を維持することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　（実施の形態１）
　まず、本発明のダイバーシティ受信方法を具現化する装置構成の一例を説明する。本実
施の形態１において、ダイバーシティ受信装置は２本のアンテナを有するものとして説明
する。
【００２６】
　図１は、本発明の実施の一例の構成を示すブロック図である。
【００２７】
　図１において、１０１ａはアンテナ手段、１０２ａはチューナ手段、１０３ａはＡ／Ｄ
変換手段、１０４ａは直交検波手段、１０５ａはＦＦＴ演算手段、１０６ａは復調手段、
１０７は信頼性判定手段、１０８は合成手段、１０９はデインタリーブ手段、１１０はデ
マッピング手段、１１１はビットインタリーブ手段、１１２は誤り訂正手段である。
【００２８】
　また、１０１ｂは、１０１ａとは異なるアンテナ手段であり、１０２ｂはチューナ手段
、１０３ｂはＡ／Ｄ変換手段、１０４ｂは直交検波手段、１０５ｂはＦＦＴ演算手段、１
０６ｂは復調手段である。
【００２９】
　以下、受信信号がＯＦＤＭ伝送信号のようにマルチキャリアにより伝送され、各キャリ
アは１６ＱＡＭ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）
変調方式により変調されている信号を合成するダイバーシティ受信方式を一例として動作
を説明する。
【００３０】
　アンテナ手段１０１ａは、放送局から送信される放送電波を電気信号に変換し出力する
。チューナ手段１０２ａは、アンテナ手段１０１ａより得られた信号から、特定の周波数
帯域の信号を抽出し、ベースバンドもしくは一定の周波数帯域の信号へと変換する。Ａ／
Ｄ変換手段１０３ａは、チューナ手段から得られたアナログ信号をデジタル信号へと変換
する。
【００３１】
　直交検波手段１０４ａは、ＯＦＤＭ伝送信号の検波を行い、送信信号と復調手段の持つ
周波数基準信号との周波数誤差を算出し補正したり、周波数ＯＦＤＭシンボル期間とガー
ドインターバル期間を算出し、ＯＦＤＭシンボル期間の信号を出力する。また、ＯＦＤＭ
伝送信号の伝送モードやガードインターバル期間の長さも判定する。
【００３２】
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　ＦＦＴ演算手段１０５ａは、直交検波手段１０４ａから得られたＯＦＤＭシンボル期間
の時間領域の信号をＦＦＴ演算処理し周波数領域の信号へと変換する。
【００３３】
　復調手段１０６ａは、ＯＦＤＭ信号に挿入されたＴＭＣＣ（（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ））信号を復調し、ＯＦＤＭ伝送信号の各種パラメータ情報を入手する。
【００３４】
　さらに、復調手段１０６ａは、ＯＦＤＭ信号に周波数および時間方向に一定間隔で配置
されているパイロット信号を抽出する。復調手段１０６ａは、抽出したパイロット信号を
基準値（既知の振幅と位相）と比較し、振幅と位相の変化からパイロット信号の存在した
キャリアの伝送路特性（振幅と位相のずれの程度）を算出する。次に、前記パイロット抽
出手段で算出したパイロット信号の存在したキャリアの伝送路特性を時間方向および周波
数方向に補間し、全てのＯＦＤＭキャリアの伝送路特性の推定値を算出し出力する。補間
はパイロットキャリアの伝送路特性を用い、パイロットキャリア間に存在するデータキャ
リアの数に応じて順次増加または順次減少するよう、あるいは平均値で統一すること等に
より行なう。そして、前記ＦＦＴ演算手段１０５ａより入手した信号を、伝送路特性の推
定値で除算し、除算結果に基づく複素信号を算出、信頼性判定手段１０７ａおよび合成手
段１０８ａに出力する。
【００３５】
　また、復調手段１０６ａは、パイロット信号より推定した伝送路特性を用いて算出した
各ＯＦＤＭキャリアの電力情報を信頼性判定手段１０７ａおよび合成手段１０８ａに出力
する。
【００３６】
　１０１ｂ乃至１０６ｂの構成についても、個々の説明は上記１０１ａ乃至１０６ａと同
一となるため省略する。
【００３７】
　信頼性判定手段１０７は、復調手段１０６ａおよび１０６ｂからの複素信号とそのデー
タが送られてきたＯＦＤＭキャリアのパワーを示す電力情報を入手し、出力信号点間の距
離を算出する。
【００３８】
　ここで、図２、図３は復調手段１０６ａおよび１０６ｂから入力した複素信号を平面図
上にマッピングしたものである。
【００３９】
　以下、復調手段１０６ａと１０６ｂの出力信号が共に大きなノイズ信号の影響を受けな
かった場合について、図２ａ、図２ｂおよび図２ｃを用いて説明する。
【００４０】
　図２におけるＡは、１０１ａのアンテナで受信し１０６ａより入手した複素信号であり
、図２におけるＢは、１０１ｂのアンテナで受信し１０６ｂより入手した複素信号であり
、図２におけるＹは、図２ａと図２ｂの信号Ａ，Ｂを合成した結果である。
【００４１】
　信頼性判定手段１０７は、復調手段１０６ａの出力信号点Ａと、１０６ｂの出力信号点
Ｂとの距離を算出する。そして、信号点Ａと信号点Ｂ間の距離をあらかじめ設定した閾値
と比較する。ここでは閾値は１６ＱＡＭマッピング点間の最小距離の２倍であるものとす
る。
【００４２】
　１６ＱＡＭマッピング点の座標を＋３、＋１、－１、－３とすると、マッピング点間の
最小距離は２であり、閾値は４となる。この閾値と、信号点Ａおよび信号点Ｂ間の距離を
比較する。
【００４３】
　受信信号点が図２ａおよび図２ｂの場合には、信頼性判定手段１０７は、受信信号点間
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の距離があらかじめ設定した閾値よりも小さいと判断し、判定結果を合成手段１０８に対
して出力する。この場合の判定結果は、受信信号点間距離が閾値より小さいことを示す情
報や合格判定等、どのようなものであってもよい。
【００４４】
　合成手段１０８は、信頼性判定手段１０７と同様に、復調手段１０６ａから複素信号と
電力情報を入手する。また、１０６ｂからも複素信号と電力情報を入手する。そして、復
調手段１０６ａと、復調手段１０６ｂから得られた複素信号を合成する。合成時には、復
調手段１０６ａで算出した受信信号が送信されたキャリアの電力量αと、復調手段１０６
ｂで算出した受信信号が送信されたキャリアの電力量βをもとに、重み付け処理を行い信
号を加算する。電力量α、電力量βは量子化された値としてもよい。
【００４５】
　なお、図２ａの受信信号点Ａに対する重み付け量は、α／（α＋β）となり、図２ｂの
受信信号点Ｂに対する重み付け量は、β／（α＋β）となる。そして、合成の結果得られ
る信号点Ｙは図２ｃのようになる。
【００４６】
　合成手段１０８は、後段のデインタリーブ手段１０９に対して、合成後の受信信号点Ｙ
の複素情報と、信頼性情報を出力する。図２ａ、図２ｂ及び図２ｃの場合には、信頼性判
定手段１０７より受信信号点間の距離が閾値よりも小さいとする判定結果を入手するため
、信頼性情報としては、受信信号Ａの受信電力αと受信信号Ｂの受信電力βそれぞれ、ま
たはどちらか大きい方の情報を出力する。
【００４７】
　次に復調手段１０６ａと１０６ｂの出力信号の一方が大きなノイズ信号の影響を受けた
場合について図３ａ、図３ｂおよび図３ｃを用いて説明する。
【００４８】
　図３におけるＡ’は、１０１ａのアンテナで受信し１０６ａより入手した複素信号であ
り、図３におけるＢ’は、１０１ｂのアンテナで受信し１０６ｂより入手した複素信号で
あり、図３におけるＹ’は、図３ａと図３ｂの信号Ａ’，Ｂ’を合成した結果である。
【００４９】
　信頼性判定手段１０７は、１０６ａの出力信号点Ａ’と、１０６ｂの出力信号点Ｂ’と
の距離を算出する。そして、信号点Ａ’と信号点Ｂ’間の距離をあらかじめ設定した閾値
と比較する。上述の通り、本実施の形態１における閾値は４であるから、受信信号点が図
３ａおよび図３ｂの場合には、受信信号点間の距離があらかじめ設定した閾値よりも大き
いと判断し、判定結果を合成手段１０８に対して出力する。この場合の判定結果が、受信
信号点間距離が閾値より大きいことを示す情報や不合格判定等、どのようなものであって
もよい点は上述と同様である。
【００５０】
　合成手段１０８は、信頼性判定手段１０７と同様に、復調手段１０６ａから複素信号と
電力情報を入手する。また、１０６ｂからも複素信号と電力情報を入手する。そして、復
調手段１０６ａと、復調手段１０６ｂから得られた複素信号を合成する。合成時には、１
０６ａで算出した受信信号Ａ’が送信されたキャリアの電力量α’と、１０６ｂで算出し
た受信信号が送信されたキャリアの電力量β’をもとに、重み付け処理を行い信号を加算
する。
【００５１】
　図３ａの受信信号点Ａ’に対する重み付け量は、α’／（α’＋β’）となり、図３ｂ
の受信信号点Ｂ’に対する重み付け量は、β’／（α’＋β’）となる。合成の結果得ら
れる信号点Ｙ’は図３ｃのようになる。
【００５２】
　合成手段１０８は、後段のデインタリーブ手段１０９に対して、合成後の受信信号点Ｙ
’の複素情報と、信頼性情報を出力する。図３ａ、図３ｂ及び図３ｃの場合には、信頼性
判定手段１０７より受信信号点間の距離が閾値よりも大きいとする判定結果を入手するた
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め、信頼性情報としては、最も低いことを示す０を出力する。
【００５３】
　デインタリーブ手段１０９は、合成手段１０８より得られた合成後の受信信号点の複素
信号を、周波数及び時間方向に並び替えを行う。並び替えの方法は、あらかじめ規定され
ており、送信側で施した並び替えを元に戻す。
【００５４】
　デマッピング手段１１０は、デインタリーブ手段１０９より得られた受信信号点の情報
をもとに信号の持つビットデータを復元する。ビットデータの復元は、受信信号点から最
も近いマッピング点に割り当てられた符号列が送信符号列であったと仮定して行なう。例
えば本実施の形態１のように、受信信号が１６ＱＡＭ変調でキャリア変調された場合には
、図４に示すような規則に従いビットデータの復元を行う。この際、ビット毎に、受信信
号点に対し送信符号点が０であるマッピング点と、送信符号点が１であるマッピング点と
の最短距離を算出し、距離に応じて求まる値を尤度（０らしさ、１らしさ）として後段の
誤り訂正手段に伝達する（軟判定と呼ばれる）。
【００５５】
　尤度を算出する場合には、合成手段１０８よりデインタリーブ手段１０９を経て入手し
た信頼性情報を用いて、上記尤度を補正する。図３ａ、図３ｂおよび図３ｃを用いて説明
したように受信点間の距離が閾値よりも大きく、合成手段１０８にて信頼性が無いと判断
された場合には、尤度を０（０らしさと１らしさが等しい）へと補正する。一方、図２ａ
、図２ｂ、図２ｃを用いて説明したように、受信点間の距離が閾値より小さく、信頼性が
高いと判断した場合には、算出した尤度をそのまま補正せずに出力する。もしくは、合成
手段１０８から得られるキャリアの電力情報である信頼性値を、先に求めた尤度に乗じて
出力する。
【００５６】
　以上のように、デマッピング手段１１０は、合成手段１０８より得られた受信点の情報
から求めたビットデータ列と、ビット毎の尤度を算出し出力する。
【００５７】
　次に、ビットデインタリーブ手段は、デマッピング手段１１０の出力の並び替えを行う
。並び替えの方法は、あらかじめ規定されており、送信側で施した並び替えを元に戻す。
【００５８】
　誤り訂正手段１１２は、ビットデインタリーブ手段１１１より入手したビットデータ列
と、各ビットデータの尤度の情報を用いて誤り訂正を行う。この際、ビタビ復号と呼ばれ
る誤り訂正方法が用いられることが多く、さらにリードソロモン訂正符号を組み合わせる
ことが多いが、これに限られるものではなく、前述の尤度を用いた誤り訂正であればどの
ような方法であってもよい。
【００５９】
　上記の方法により、１６ＱＡＭ変調方式により送信された信号を複数のアンテナで受信
し、それぞれの信号に対して復調処理まで行った後に選択または合成するダイバーシティ
処理を行う場合に、少なくとも１つの受信信号がノイズ信号の影響を受けたため受信点の
位置が送信点と大きく離れ、前記ノイズ信号の影響を受けた信号を用いて信号を合成した
結果、かえって受信点の位置を送信点から離れた所に推定してしまうことを防止すること
が可能となる。
【００６０】
　また、全受信信号が共に妨害信号の影響を受けている場合には、合成処理より後段の誤
り訂正処理部に対して伝達する受信信号の信頼性情報を低く設定することができるので、
妨害信号による受信性能の低下を防止することが可能となる。
【００６１】
　本実施の形態１においてはアンテナの本数を２本として説明したが、３本以上の場合で
あっても本発明を実現可能である。
【００６２】
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　また、本実施の形態１においては、伝送方式をＯＦＤＭ、デジタル変調方式を１６ＱＡ
Ｍとして説明したが、これらに限定されるものではない。例えば、伝送方式はＶＳＢ（Ｖ
ＥＳＴＩＧＩＡＬ　ＳＩＤＥ　ＢＡＮＤ）などのシングルキャリアによる伝送であっても
構わない。また、変調方式は８ＱＡＭ、３２ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ、ＱＰＳ
Ｋ（Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）など、受信点間の
距離情報を確認し得るものであればどのような方式であってもよい。
【００６３】
　また、本実施の形態１において、復調手段１０６は信頼性判定手段１０７および合成手
段１０８に対し、ＯＦＤＭキャリアの電力情報を出力しているが、キャリアの伝送路特性
の推定値で除算して入手したデータキャリアの振幅を出力するようにしてもよい。この場
合、データキャリアの振幅量に基づいて合成手段１０８は複素信号の合成を行なうことに
なる。
【００６４】
　さらに、閾値は、１６ＱＡＭマッピング点間距離の２倍として説明しているが、これに
限定されるものではない。例えば、マッピング点間距離の３倍や１．５倍等、任意の値を
設定することができる。受信状況や８ＱＡＭ、３２ＱＡＭ、６４ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ、
ＱＰＳＫ等のキャリア変調方式に応じてマッピング点間距離を任意な値に調整してもよい
。
【００６５】
　また、受信信号のＣ／Ｎ特性をもとに閾値を算出してもよい。受信信号のＣ／Ｎ特性か
ら閾値を算出する場合には、信号のＣ／Ｎ特性によりノイズ信号の平均パワーが求まるの
で、例えば、ノイズの平均パワーの２倍の値を閾値と設定することが可能となる。なお、
例として平均パワーの２倍を閾値として設定すると述べたが、必ずしも２倍である必要は
無く、平均パワーを基準とし、３倍や１．５倍等、任意の値を設定することが可能である
。
【００６６】
　また、これまで、受信信号点間の距離を閾値と比較し、判定結果を用いて尤度を補正す
る方法について説明したが、合成手段にて、受信信号点間の距離に従い、信頼性情報を補
正して出力することも可能である。この場合、信頼性判定手段１０７が算出した受信信号
点間の距離を合成手段１０８が入力し、受信信号点間の距離が離れた場合には、受信信号
の信頼性を低く補正し、受信信号点間の距離が近い場合には、受信信号の信頼性を高く補
正する。もっとも、受信信号点間の距離に応じて受信信号の信頼性を低く補正するだけで
もよい。
【００６７】
　さらに、受信信号点間の距離情報を、一定期間累積する蓄積手段を別途設けることも可
能である。これにより、受信点間の距離の平均値を閾値と比較したり、受信点間距離の平
均値を閾値として受信点間距離と比較することが可能となる。
【００６８】
　受信信号点間距離の平均値を閾値と比較する場合、蓄積手段は信頼性判定手段１０７が
算出した受信信号点間の距離情報を一定期間蓄積するとともに、これを用いて受信点間の
距離の平均値を常時算出する。信頼性判定手段１０７は蓄積手段から受取った受信信号点
間距離の平均値を、あらかじめ設定した閾値と比較する。
【００６９】
　なお、蓄積手段が受信信号点間の距離情報を蓄積する期間および範囲は受信状況に応じ
て任意に設定可能である。例えば、周波数方向には、数キャリア分、時間方向には数百シ
ンボル分の平均値を算出することで、周波数選択性を持つ妨害信号の検出精度を高めるこ
とが可能となる。
【００７０】
　また、受信点間距離の平均値を閾値として受信点間距離と比較することも可能である。
受信信号がＯＦＤＭ信号のように複数のキャリアから構成される場合には、信頼性判定手
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段１０７にて用いる閾値として、受信信号点間距離を周波数軸および時間軸に向かって任
意の数をピックアップし、これから平均値を算出することができる。例えば、周波数方向
に数百あるいは数千キャリア分、時間方向に数百あるいは数千シンボル分の受信点間距離
の情報を用いて平均値を算出する。これにより、受信した信号に含まれる妨害信号量に応
じた平均値を算出し、これを閾値として設定することが可能となる。この場合、平均値を
そのまま閾値として設定するのではなく、平均値の整数倍や端数倍を閾値として設定する
ことも可能である。
【００７１】
　この例では信頼性判定手段１０７とは別に蓄積手段を設けたが、信頼性判定手段１０７
内部にこの機能が備わっていてもよい。
【００７２】
　以上の結果、特定のキャリアに対し周波数選択性を有する妨害信号が連続して付加され
ている場合に、偶然、妨害信号の影響を受けた信号間の距離が互いに近くても、当該キャ
リアが妨害信号の影響を受けていると判別することが可能になる。
【００７３】
　また、本実施の形態１では、受信信号点間の距離を算出することとしているが、受信信
号点を最も近いマッピング点と推定し（硬判定）、かかるマッピング点どうしの間で距離
を算出、これと閾値とを比較することで判定結果を出力するようにしてもよい。
【００７４】
　さらに、合成手段は、合成された受信信号の複素情報を前記信頼性判定手段に出力し、
信頼性判定手段は、受信信号の信号点間距離に替えて、合成された受信信号と受信信号の
信号点との間の距離を測定し、これと予め記憶している閾値を比較することで判定結果を
出力するようにしてもよい。これにより、合成後の受信信号点からの距離が大きい受信信
号点のみを選択から排除することが可能となる。
【００７５】
　また、合成手段は、合成された受信信号の複素情報を前記信頼性判定手段に出力し、信
頼性判定手段は、受信信号の信号点間距離に替えて、合成された受信信号と受信信号の信
号点との間の距離に前記電力情報を乗算した値を算出し、これと予め記憶している閾値を
比較することで判定結果を出力するようにしてもよい。電力情報の乗算により、キャリア
の電力が小さいためにノイズの影響を受け、受信信号点が送信信号点より離れ、信号点間
の距離を大きく示してしまうことを防止できる。また、周波数選択性妨害信号の影響を受
けたキャリアについても、キャリアの電力量が大きいために距離情報が大きいと判断され
ることを防止できる。このように、周波数選択性妨害信号を受けたキャリアを正確に判別
することが可能となる。
【００７６】
　（実施の形態２）
　次に、ダイバーシティ受信装置が３本以上のアンテナを有する場合を例示して説明する
。
【００７７】
　図５は本実施の形態２におけるダイバーシティ受信装置の構成を示したブロック図であ
る。図５における各構成要素は、実施の形態１において説明したものと同様であるため省
略する。
【００７８】
　本実施の形態２では、信頼性判定手段１０７は、復調手段１０６ａ～１０６ｎからパラ
レルに入力したＮ個の複素信号を入手し、複素信号Ａ～Ｎそれぞれの間の距離を算出する
。
【００７９】
　算出した信号点間距離のうち、自らが起算点となる距離を和算し、この値と閾値を比較
して距離判定を行なう。距離判定は複素信号ごとに行なわれるので、半数以上の複素信号
が距離判定で閾値以内であった場合、信頼性判定手段１０７は判定結果として合格の判定
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結果を合成手段１０８に対して出力する（多数決判定）。半数未満が閾値以上であった場
合は不合格判定を出力する。
【００８０】
　例えば、４ブランチダイバーシティの受信装置の場合、複素信号Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄについ
てそれぞれ、
　ｆ（ａ）＝ｌ（ＡＢ）＋ｌ（ＡＣ）＋ｌ（ＡＤ）
　ｆ（ｂ）＝ｌ（ＢＡ）＋ｌ（ＢＣ）＋ｌ（ＢＤ）
　ｆ（ｃ）＝ｌ（ＣＡ）＋ｌ（ＣＢ）＋ｌ（ＣＤ）
　ｆ（ｄ）＝ｌ（ＤＡ）＋ｌ（ＤＢ）＋ｌ（ＤＣ）
　（ｌは受信信号点間の距離を示す）
　の値が算出され、これらの値と予め定めた閾値との比較により距離判定が行なわれる。
距離判定の結果、２つ以上が閾値内であれば合格の判定を行い、判定結果を合成手段１０
８に出力する。
【００８１】
　また、信頼性判定手段１０７は、複素信号毎の距離判定結果も合成手段１０８に出力す
る。先の４ブランチダイバーシティの例では、ｆ（ａ）、ｆ（ｂ）、ｆ（ｃ）、ｆ（ｄ）
それぞれと閾値との比較結果が距離判定結果として合成手段１０８に出力される。
【００８２】
　合成手段１０８は、復調手段１０６ａ～１０６ｎから入手した複素信号を、同じく復調
手段１０６ａ～１０６ｎから入手したキャリアの電力量から算出した重み付けに従って合
成処理するが、この際、信頼性判定手段１０７から受取った距離判定結果に基づいて重み
付け量を調整する。例えば、距離判定結果が閾値以上であるとの情報を受取っている場合
、電力量は０に設定する。図６、図７に示すように、先の４ブランチダイバーシティの例
で、ｆ（ａ）の距離判定結果のみが閾値以上となる場合、ｆ（ａ）～ｆ（ｄ）それぞれの
電力量をα、β、γ、εとすると、ｆ（ａ）～ｆ（ｄ）の重み付け量は、それぞれ０／（
α＋β＋γ＋ε）、β／（α＋β＋γ＋ε）、γ／（α＋β＋γ＋ε）、ε／（α＋β＋
γ＋ε）となる。
【００８３】
　他にも、合成において、距離判定結果に基づいて合成する複素信号を選択することも可
能である。先の４ブランチダイバーシティの例では、ｆ（ａ）は合成のために用いず、電
力量αは重み付けにおいて考慮しないとしてもよい。
【００８４】
　合成手段１０８が、信頼性判定手段１０７から入手した判定結果に基づいて信頼性情報
を出力する点は実施の形態１において説明したものと同様である。
【００８５】
　これにより、多値ＱＡＭ変調方式により送信された信号を複数のアンテナで受信し、そ
れぞれの信号に対して復調処理まで行った後に選択または合成するダイバーシティ処理を
行う場合に、少なくとも１つの受信信号がノイズ信号の影響を受けたため受信点の位置が
送信点と大きく離れ、前記ノイズ信号の影響を受けた信号を用いて信号を選択または合成
した結果、かえって受信点の位置を送信点から離れた所に推定してしまうことを防止する
ことが可能となる。
【００８６】
　また、一部の受信信号が妨害信号の影響を受けていた場合には、妨害信号の影響を受け
ていないと推定される受信信号を多数決判定により選択し、妨害信号の影響を受けていな
いと推定される受信信号の重み付け量を大きくしたり、妨害信号の影響を受けていないと
推定される受信信号のみを用いて合成処理を行なうことで妨害信号による受信性能の低下
を防止することが可能となる。
【００８７】
　なお、本実施の形態２では、信頼性判定手段１０７において、複素信号ごとに行なわれ
た距離判定結果の半数以上が閾値以内であった場合に合格の判定結果を合成手段１０８に
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出力することとしているが、何％が閾値以内の場合に合格判定とするかは任意に決定でき
る事項である。閾値以内となる距離判定結果の％が高いほど合格判定は厳しくなる。
【００８８】
　また、本実施の形態２では、信頼性判定手段１０７において、算出した信号点間距離の
うち自らが起算点となる距離を和算して、この値と閾値を比較することで距離判定を行な
っているが、この方法に限られるものではない。他にも、複数入手した複素情報から信頼
性の高い複素情報を選択できる手段であれば、どのような手段を用いることも可能である
。例えば、他の複素信号との距離毎に閾値と比較して個別距離判定を行ない、個別距離判
定の結果が合格であるものの数を根拠に複素信号の選択を行なうことも可能である。先の
４ブランチダイバーシティの例において、ＡＢ間の距離のみが閾値を上回っていた場合、
個別距離判定の結果を○、×で表すと、
　Ａ；（ｌ（ＡＢ）、ｌ（ＢＣ）、ｌ（ＡＤ））＝（×、○、○）
　Ｂ；（ｌ（ＢＡ）、ｌ（ＢＣ）、ｌ（ＢＤ））＝（×、○、○）
　Ｃ；（ｌ（ＣＡ）、ｌ（ＣＢ）、ｌ（ＣＤ））＝（○、○、○）
　Ｄ；（ｌ（ＤＡ）、ｌ（ＤＢ）、ｌ（ＤＣ））＝（○、○、○）
　となる。
【００８９】
　個別距離判定の結果が少なくとも１つ×であれば、受信信号の距離判定は不合格と設定
すれば、上記Ａ、Ｂは距離判定において不合格となる。そして、４つの受信信号点のうち
２つの受信信号点の距離判定が合格となるため、判定結果は合格となる。
【００９０】
　この場合、受信信号点ごとに個別距離判定×の数をカウントし、これに応じて距離判定
結果に程度を設け、距離判定結果を入力した合成手段１０８における合成時の重み付け調
整の目安としてもよい。例えば、（２／３）×〔α／（α＋β＋γ＋ε）〕、（２／３）
×〔β／（α＋β＋γ＋ε）〕、（３／３）×〔γ／（α＋β＋γ＋ε）〕、（３／３）
×〔ε／（α＋β＋γ＋ε）〕といった重み付けが可能である。
【００９１】
　この場合、個別距離判定結果の×が半数以上の受信信号点については重み付けを０にし
たり、選択から外すことも可能である。
【００９２】
　なお、本実施の形態２において、複数箇所に受信信号点が別れて集合した場合を検討す
る。前述の受信信号点との距離毎に個別に閾値と比較する場合の例を用いて検討すると、
　Ａ；（ｌ（ＡＢ）、ｌ（ＢＣ）、ｌ（ＡＤ））＝（×、×、○）
　Ｂ；（ｌ（ＢＡ）、ｌ（ＢＣ）、ｌ（ＢＤ））＝（×、×、○）
　Ｃ；（ｌ（ＣＡ）、ｌ（ＣＢ）、ｌ（ＣＤ））＝（○、×、×）
　Ｄ；（ｌ（ＤＡ）、ｌ（ＤＢ）、ｌ（ＤＣ））＝（○、×、×）
　となる。これは、Ａ～Ｄの各点が長方形の四隅にマッピングされたような場合に生じ得
るが、この場合、全ての受信信号点に２つずつの個別距離判定結果×を含むことになり、
距離判定結果はＡ～Ｄの全てにおいて不合格となる。この結果、信頼性判定手段１０７が
出力する判定結果も不合格となる。この判定結果を用いて合成手段１０８は信頼性情報を
０とし、デマッピング手段１１０における尤度を補正することになるため、受信性能の低
下を防止することは可能である。
【００９３】
　さらに、実施の形態１と同様に、受信信号点間の距離情報を一定時間累積する蓄積手段
を別途設けることで、受信信号点間距離および受信信号点間距離の総和の平均値を閾値と
して設定することも可能である。この場合、平均値の整数倍または端数倍を基準としても
よい点は実施の形態１の場合と同様である。
【００９４】
　また、信頼性判定手段１０７は、過去に受信した受信信号点間距離の総和を記憶し、受
信信号点間距離の総和の平均値を算出するとともに、この総和の平均値と予め記憶してい
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る閾値を比較することで判定結果を出力するようにしてもよい。
【００９５】
　また、本実施の形態２においても、受信信号点間の距離およびこの距離の総和を算出す
ることとしているが、受信信号点を最も近いマッピング点と推定し（硬判定）、かかるマ
ッピング点どうしの間で距離および距離の総和を算出、これと閾値とを比較することで判
定結果を出力するようにしてもよい。
【００９６】
　以上では、受信信号点間の距離を閾値と比較し、判定結果を用いて尤度を補正する方法
について説明したが、実施の形態１と同様、合成手段において受信信号点間の距離および
距離の総和に従って信頼性情報を補正することも可能である。
【００９７】
　図８は上記構成にさらに妨害検出手段１１３を付加したダイバーシティ受信装置の構成
を示したブロック図である。
【００９８】
　この例において、復調手段１０６ａは受信信号点と受信信号点に最も近いマッピング点
との距離を算出するとともに、過去の距離情報から分散値を算出して出力する。妨害検出
手段１１３ａはこの分散値を復調手段１０６ａから入力し、閾値と比較する。周波数選択
性妨害を受けているキャリアは、マッピング点から離れる確率が高く分散値が大きくなる
傾向があるので、分散値が閾値よりも大きいキャリアは妨害を受けていると判定すること
ができる。
【００９９】
　妨害検出手段１１３ａは、各ＯＦＤＭキャリアが妨害を受けているかどうかを示す閾値
との比較結果を２値または多値の情報として信頼性判定手段１０７に出力する。比較結果
を多値の情報として出力する場合、妨害の程度を妨害量の情報として出力することができ
る。１１３ｂ～１１３ｎについても動作は同様であるので、ここでは説明を省略する。
【０１００】
　信頼性判定手段１０７は、既述の判定結果と妨害検出手段１１３の比較結果の少なくと
も一方において「妨害あり」と判断される場合、信頼性情報を低く設定する。これにより
、受信信号点とマッピング点との距離および受信信号点間距離の双方を根拠として尤度を
調整できるため、より妨害信号に強いダイバーシティ受信装置を実現することができる。
【０１０１】
　この場合、合成手段１０８において、既述の判定結果と妨害検出手段１１３の比較結果
の少なくとも一方において「妨害あり」と判断されたキャリアを合成しない、または合成
の際の重み付けを低く設定することで同様の効果を得ることも可能である。
【０１０２】
　なお、妨害検出手段１１３との組み合わせの例について、実施の形態２を用いて説明し
たが、実施の形態１においても妨害検出手段１１３と組み合わせることは可能である。
【０１０３】
　（実施の形態３）
　以上、実施の形態１および２において、本発明にかかるダイバーシティ受信装置および
受信方法を説明したが、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）やテレビ、ビデオ、その他ＳＴ
Ｂ（Ｓｅｔ－ｔｏｐ　Ｂｏｘ）等のアンテナを内蔵する、もしくはアンテナと接続された
受信装置にこれらの受信方法をソフトウェアとして組み込み、これをＰＣ等に備わるＣＰ
Ｕ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）に処理・実行させることで、選
択や合成を行なうダイバーシティ受信を実現することが可能となる。
【０１０４】
　また、実施の形態１および２の受信方法を上記ＰＣ等に備わるＣＰＵで処理・実行させ
るために、これらの方法をＣＰＵで処理可能な手順としてプログラムまたはプログラムに
準ずるデータとしてＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に格納することも可能である。これにより
、読取装置を備えたＰＣ等で上述の方法を実現することが可能となる。
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【産業上の利用可能性】
【０１０５】
　本発明によると、受信信号がノイズ信号の影響を受けた場合であっても、ダイバーシテ
ィ型受信装置の受信性能を維持させることが可能になる。従って、ダイバーシティ型受信
装置、受信方法として産業上利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１０６】
【図１】本発明の実施の形態１におけるダイバーシティ型受信装置の構成を示すブロック
図
【図２】本発明の実施の形態１における複素信号を示した図
【図３】本発明の実施の形態１における複素信号を示した図
【図４】本発明の実施の形態１におけるビットデータの復元方法を示した図
【図５】本発明の実施の形態２におけるダイバーシティ型受信装置の構成を示すブロック
図
【図６】本発明の実施の形態２における複素信号を示した図
【図７】本発明の実施の形態２における複素信号を示した図
【図８】本発明の実施の形態２におけるダイバーシティ型受信装置の構成を示すブロック
図
【符号の説明】
【０１０７】
　１０１　　アンテナ手段
　１０２　　チューナ手段
　１０３　　Ａ／Ｄ変換手段
　１０４　　直交検波手段
　１０５　　ＦＦＴ演算手段
　１０６　　復調手段
　１０７　　信頼性判定手段
　１０８　　合成手段
　１０９　　デインタリーブ手段
　１１０　　デマッピング手段
　１１１　　ビットデインタリーブ手段
　１１２　　誤り訂正手段
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